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２
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
「
稲
穂

の
里
」
協
議
会
第
４
回
定
期
総
会
は
、

各
農
事
組
合
・
町
内
会
よ
り
新
た
に
選

出
さ
れ
た
代
議
員
多
数
の
出
席
者
に
よ

り
本
所
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
相
澤
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
来
賓
に
は
た
い
せ
つ
農
協
柿
林
組

合
長
、
同
松
原
専
務
、
上
川
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
田
川
係
長
、
ホ
ク
レ
ン

旭
川
支
所
米
穀
課
柴�
係
長
に
ご
臨
席

を
賜
り
、
代
表
し
て
柿
林
組
合
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
東
鷹
栖　

区
農
事
組
合

30

野
中
重
夫
氏
を
選
出
し
、
議
案
第
１
号

か
ら
第
５
号

を
上
程
し
、

こ
の
中
で
ゆ

め
ぴ
り
か
の

作
付
け
に
関

す
る
意
見
や

要
望
が
数
多

く
出
さ
れ
、

今
後
Ｊ
Ａ
た

い
せ
つ
「
稲

穂
の
里
」
協

議
会
の
中

で
、
協
議
を

行
い
取
り
進

め
て
い
く
こ

と
で
原
案
通

り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
上
川
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
田
川
係
長
に
よ
る
「
平
成　
22

年
産
水
稲
の
生
育
・
作
柄
経
過
と
今
後

の
対
応
」
、
ま
た
ホ
ク
レ
ン
米
穀
課
柴

�
係
長
か
ら
は
「
う
る
ち
米
を
巡
る
情

勢
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
を
戴

き
、
出
席
者
か
ら
は
熱
心
な
質
疑
が
繰

り
広
げ
ら
れ
盛
況
の
う
ち
に
総
会
を
締

め
括
ら
れ
ま
し
た
。
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年
よ
り
作
付
け
が
開
始
さ
れ
た

21
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
す
る
こ
と
を
目
的
に
独
自
の
品
質
基

準
な
ど
を
設
定
し
、
全
道
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、　
21

年
は
冷
夏
、　

年
は
猛
暑
の
影
響
な
ど

22

を
受
け
て「
収
穫
量
」・「
品
質
」共
に
そ

の
実
力
を
発
揮
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
付
け
３
年
目
を
迎
え
る
本
年
は
全

道
で
１
０
、
０
０
０　

の
作
付
け
が
予

ha

定
さ
れ
、
そ
の
面
積
配
分
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
ゆ
め
ぴ
り
か
の
低
タ

ン
パ
ク
米
・
１
等
米
数
量
実
績
に
応
じ

た
配
分
と
な
っ
て
お
り
、　

年
Ｊ
Ａ
た

23

い
せ
つ
地
区
へ
の
面
積
配
分
は
上
川
ラ

イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
全
量
出
荷
の
取

り
組
み
な
ど
の
結
果
か
ら
、
他
の
地
域

を
上
回
る
面
積
（
約
５
１
５　

）
の
配

ha

分
と
な
り
ま
し
た
。

　

準
試
験
栽
培
最
終
年
と
な
る　

年
の

23

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
作
付
け
に
つ
い
て

も
、
し
っ
か
り
と
収
穫
・
出
荷
出
来
な

い
と
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
の
明
年
以
降

の
面
積
拡
大
は
実
現
出
来
ま
せ
ん
。
今

後
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
が
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
主
産
地
と
な
る
為
に
は
、
最
終
年
の

今
年
も
し
っ
か
り
と
確
実
に
需
要
に
応

え
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

尚
、
今
回
選
出
さ
れ
ま
し
た
代
議
員

並
び
に
役
員
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
任
期
２
年
間
の
中
で
、
「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
の
作
付
け
取
り
組
み
や
、
Ｊ
Ａ

た
い
せ
つ
米
の
販
売
促
進
等
を
行
い
、

会
員
の
皆
様
方
と
一
緒
に
協
議
会
活
動

を
盛
り
上
げ
て

参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し

ま
す
。
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２
月　

日
に
放
送
さ
れ
た
「
あ

26

ぐ
り
王
国
北
海
道
」
の
中
で
た
い

せ
つ
地
域
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は　

日
に
行
わ
れ
、
東
鷹

11

栖　

区
の
大
田
雅
一
郎
さ
ん
宅
の

40
イ
チ
ゴ
や
、
女
性
部
加
工
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
、
地
物
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

た
い
せ
つ
米
を
は
じ
め
と
す
る

農
産
物
や
農
産
物
直
売
所
、
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
で
き
、
た

い
せ
つ
地
域
の
魅
力
を
存
分
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
春
の
暴
風
雪
で
始
ま
り
、
夏

は
猛
暑
と
天
候
に
振
り
回
さ
れ
た
年
で

し
た
。
水
稲
に
つ
い
て
は
２
年
連
続
の

不
作
で
、
し
か
も
価
格
が
暴
落
し
て
、

今
年
度
以
降
の
営
農
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
今
年
の
春
作
業
も
そ
ろ
そ
ろ
始
ま

っ
て
き
ま
し
た
が
、
積
雪
が
少
な
く
て

多
少
楽
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま
秋
ま

で
穏
や
か
な
天
候
を
望
み
ま
す
。

　

女
性
部
で
は
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
、

研
修
旅
行
、
部
員
交
流
会
、
目
的
別
グ

ル
ー
プ
交
流
会
な
ど
組
織
活
動
を
中
心

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
約
２
０
０

名
の
部
員
を
抱
え
る
大
所
帯
で
す
が
、

部
員
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

発
足
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
の
推
進
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

や
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
外
郭
団
体

の
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
女
性

部
の
視
野
に
立
っ
た
協
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
女
性
部
」

に
対
し
て
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
月　

日
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
女
性
部

15

第
８
回
定
期
総
会
を
、
鷹
栖
支
所
事
務

所
２
階
会
議
室
に
お
い
て
部
員
１
９
４

名
（
う
ち
委
任　

名
）
の
出
席
に
よ
り

84

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

笹
川
明
美
女
性
部
長
の
挨
拶
で
は
じ

ま
り
、
来
賓
に
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
柿
林
孝

志
代
表
理
事
組
合
長
、
松
原
剛
志
代
表

理
事
専
務
、
木
下
正
人
営
農
資
材
部

長
、
青
年
部
よ
り
松
田
直
人
部
長
に
ご

臨
席
戴
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
議
長
に
は
東

鷹
栖
支
部
笠
谷
弘
美
さ
ん
と
鷹
栖
支
部
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部　

長　

相
澤　

裕
子
（
鷹
栖
支
部
）

副
部
長　

橋
本
智
恵
子
（
東
鷹
栖
支
部
）

書　

記　

阿
戸　

晴
美
（
鷹
栖
支
部
）

会　

計　

宮
崎
千
代
子
（
東
鷹
栖
支
部
）

理　

事　

角
谷　

悦
子
（
鷹
栖
支
部
）

理　

事　

佐
藤
ナ
ナ
子
（
東
鷹
栖
支
部
）

監　

事　

川
上　

幸
子
（
鷹
栖
支
部
）

監　

事　

鷲
尾
由
美
子
（
東
鷹
栖
支
部
）
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宮
崎
久
美
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
平
成

　

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報

22告
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

23

予
算
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

役
員
改
選
で
は
新
部
長
に
相
澤
裕
子
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
女
性
部
で
の
農
業
情
勢

に
関
す
る
研
修
会
は
あ
ま
り
機
会
が
少

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
農
業
振

興
課
の
阿
戸
課
長
が
、
講
師
と
な
り
世

界
、
国
内
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
の
農

業
情
勢
を
研
修
致
し
ま
し
た
。
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日
頃
よ
り
女
性
部
活
動
に
対
し
て
関

係
機
関
・
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
支
援

と
ご
協
力
を
戴
き
、
女
性
部
を
代
表
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
「
た
い
せ
つ
農
業
協
同
組

合
女
性
部
第
８
回
定
期
総
会
」
に
於
い

て
平
成　

年
度
の
女
性
部
部
長
に
任
命

23

さ
れ
、
新
役
員
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
一
年
間
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
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２
月　

日
、
本
所
営
農
セ
ン
タ
ー
に

19

て
青
年
部
の
第
８
回
定
期
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
松
田
直
人
青
年
部
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
ま
た
来
賓
と
し
て
柿

林
孝
志
代
表
理
事
組
合
長
、
相
澤
裕
子

女
性
部
長
、
木
下
正
人
営
農
部
長
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
代
表
し
て
柿
林
組
合

長
よ
り
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
東
鷹
栖
支
部
の
中
島
張
氏

が
選
出
さ
れ
、
平
成　

年
度
事
業
・
会

22

計
報
告
、
平
成　

年
度
計
画
案
、
役
員

23

改
選
案
が
議
事
に
か
け
ら
れ
、
原
案
通
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り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
昨
年
初
め
て
取
り
組
ん
だ
婚
活
事

業
に
つ
い
て
、
収
支
予
算
案
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
と
い
っ
た
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
・
意
見

が
出
さ
れ
、
今
後
の
活
動
へ
の
大
き
な

材
料
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

役
員
改
選
で
は
、
山
田
喜
久
雄
選
考

委
員
長
よ
り
平
成　

年
度
役
員
が
発
表

23

さ
れ
、
部
長
に
は
引
き
続
き
松
田
直
人

氏
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
下

記
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
青
年
部
員　

名
で
の

23

53

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、
「
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
」
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
他
の

事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
く
旨
で
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。�
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部　

長 
 

松
田　

直
人

副
部
長
（
組　

織
） 

西
永　

和
美

 

（
営　

農
） 

小
野
寺
昭
人

 

（
東
鷹
栖
支
部
） 
角　
　

直
俊

 

（
鷹
栖
支
部
） 
簗
取　

貴
文

総　

務 
 

野
中　
　

剛

会　

計 
 

稲
場　

純
也

理　

事
（
組　

織
） 

布
施　

亮
治

 

（
営　

農
） 

大
田　

和
樹

 

（
東
鷹
栖
支
部
） 
高
見　

章
太

 

（
鷹
栖
支
部
） 
渡
辺　

正
尚

監　

事 
 

佐
藤　

真
晴

 

 

加
藤　

嘉
亨

顧　

問 
 

布
施　

善
貴

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
　

「
こ
め
か
み
」
は
、
お
米

を
か
む
と
動
く
と
こ
ろ
、
と

い
う
意
味
だ
。
ウ
ソ
？
ホ
ン

ト
？

�
　
　

ホ
ン
ト
。

　

何
を
食
べ
て
も
動
く
と
こ

ろ
で
す
が
、
日
本
人
の
主
食

が
大
昔
か
ら
「
米
」
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、「
こ
め
か
み
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
出
展
：
Ｊ
Ａ
全
中
発
行
「
ご
は
ん
ぢ

ゃ
ワ
ン
の
お
米
ク
イ
ズ
（
生
活
編
）
」

よ
り
転
載

�
�
�
�
��
���
��
��

�
�
�
�
��
���
��
��



　

２
月
４
日
旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
、
各
支
部
会
員
１
５
０
名
（
た
い
せ

つ
支
部
会
員　

名
）
の
出
席
に
よ
り
第

40

　

回
旭
川
青
果
物
生
産
出
荷
協
議
会
本

20部
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
大
田
雅
一
郎
会
長
（
た
い
せ

つ
支
部
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
の

旭
川
青
果
物
出
荷
組
合
連
合
会
会
長
小

山
光
昭
様
、
旭
川
市
農
政
部
長
藤
田
敏

男
様
、
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

次
長
深
川
渥
様
、
株
式
会
社
キ
ョ
ク
イ

チ
常
務
取
締
役
石
坂
仁
様
、
丸
果
札
幌

青
果
株
式
会
社
野
菜
部
取
締
役
部
長
中

村
正
喜
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

議
長
に
八
重
樫
正
雄
様
（
た
い
せ
つ

支
部
）
を
選
出
、
議
案
第
１
号
か
ら
議

案
第
６
号
ま
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
旭
山
動
物
園
園
長
坂

東
元
様
よ
り
『
伝
え
る
の
は
命
の
輝

き
』
と
題
し
、
旭
川
青
果
物
生
産
出
荷

協
議
会
創
立　

周
年
事
業
の
一
つ
で
あ

20

る
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
支
部
会
員
１
５
０
名

（
た
い
せ
つ
支
部
会
員　

名
）
来
賓　

40

56

名
の
ご
出
席
を
賜
り
、
旭
川
青
果
物
生

産
出
荷
協
議
会
創
立　

周
年
記
念
式
典

20

が
開
か
れ
、
記
念
式
典
は
大
田
会
長

（
た
い
せ
つ
支
部
）
の
式
辞
か
ら
始
ま

り
、
歴
代
会
長
及
び
各
取
引
先
市
場
へ

感
謝
状
を
贈
呈
、
来
賓
の
旭
川
市
長
西

川
将
人
様
、
鷹
栖
町
長
助
安
嘉
和
様
、

旭
川
青
果
物
生
産
出
荷
組
合
連
合
会
小

山
光
昭
様
、
丸
果
旭
川
青
果
卸
売
市
場

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
辻
利
郎

様
、
徳
島
青
果
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
多
喜
精
一
郎
様
、
旭
川
生
花
市
場

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
石
井
重
人

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
札
幌
ホ
ク
レ
ン
青
果

株
式
会
社
常
務
取
締
役
菊
地
一
弘
様
の

祝
杯
で
始
ま
り
、
支
部
会
員
間
の
交
流

も
行
わ
れ
大
変
賑
や
か
な
宴
と
な
り
、

本
部
協
議
会
長
田
副
会
長
（
旭
正
支

部
）
の
お
礼
の
挨
拶
及
び
手
締
め
に
よ

り
、
盛
況
の
内
に
懇
親
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

青
果
協
議
会
は
大
変
大
き
な
組
織
で

す
が
、
会
員
全
員
の
協
力
を
い
た
だ
き

活
動
を
盛
り
上
げ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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平
成　

年
２
月　

日
（
土
）
鷹
栖
町
紀
文
寿
司
に

23

19

お
い
て
畜
産
生
産
協
議
会
定
期
総
会
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
長
野
貞
美
会
長
よ
り
平
成　

年
度

22

の
畜
産
情
勢
に
つ
い
て
な
ど
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来

賓
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
松
原
専
務
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
議
事
に
入
り
、
平
成　

年
22

度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、
ま
た
平
成　

年
度

23

の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
も
現
在
隣
国
で
あ

る
韓
国
に
お
い
て
感
染
拡
大
し
て
い
る
口
蹄
疫
へ
の

慎
重
な
防
疫
対
応
、
積
極
的
な
視
察
研
修
等
の
開
催

に
つ
い
て
計
画
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

年
度
で
は
、
国
内
で
の
口
蹄
疫
発
生
と
い
う
未

22
曾
有
の
畜
産
情
勢
を
鑑
み
、
視
察
研
修
の
開
催
等
を

自
粛
し
た
中
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

の
牛
肉
販
売
や
枝
肉
共
励
会
へ
の
出
品
、
ま
た
、
酪

農
振
興
会
と
の
二
団
体
研
修
会
の
開
催
な
ど
で
き
る

限
り
の
事
業
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
市
場
相
場
や
飼
養

管
理
、
畜
産
に
関
わ
る
厳
し
い
情
勢
に
つ
い
て
話
し

な
が
ら
も
な
ご
や
か
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

新
役
員

　

会　

長　

長
野　

貞
美

　

副
会
長　

畠
山　

義
雄

　

会　

計　

大
西　

敏
一

　

監　

査　

相
沢　

広
隆

　

平
成　

年
２
月　

日
（
土
）
、
鷹
栖
町
駒
鮨
に
お

23

19

い
て
酪
農
振
興
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
に
新
田
健
一
会
長
よ
り
酪
農
畜
産
情

勢
や
韓
国
の
口
蹄
疫
等
に
つ
い
て
の
ご
挨
拶
に
続
き

ご
来
賓
い
た
だ
き
ま
し
た
松
原
専
務
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成　

年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

22

算
報
告
並
び
に
平
成　

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
、

23

役
員
改
選
に
つ
い
て
承
認
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
つ
い
て
は
国
内
に
お
け
る
口
蹄
疫

22

の
発
生
に
よ
り
例
年
に
比
べ
視
察
研
修
等
の
開
催
を

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
の
中
、
家
族
研
修
会

や
後
継
者
研
修
会
、
畜
産
２
団
体
研
修
会
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
連
動
し
た
牛
乳
消
費
拡

大
運
動
な
ど
、
可
能
な
限
り
多
く
の
事
業
を
計
画
・

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
も
平
成　

年
度

23

に
お
け
る
防
疫
対
策
や
生
乳
需
給
情
勢
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
懸
念
な
ど
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が

ら
、
な
ご
や
か
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

新
役
員

　

会　

長　

加
藤　

孝
志

　

副
会
長　

村
椿　

直
三

　

会　

計　

辻
本　
　

篤

　

監　

査　

野
作　

毅
俊

　
　

〃　
　

新
田　

健
一
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����������
										











����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										
����������











����������

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

�

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�������
��
�	
��
���������	��

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
 �
�
�
平　

日　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
迄

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
土
曜
日　

午
前
８
時
〜
正
午
迄　
　

��
�
�
�
�
�
　

平　

日

 �
�
�
�
�
�
�
�
窓
口
業
務　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄

30

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
Ａ
Ｔ
Ｍ　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
迄　
　

　
　
　
　
　
　
　

土
曜
日

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
Ａ
Ｔ
Ｍ　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
迄　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
　

平　

日

 �
�
�
�
�
�
�
�
窓
口
業
務　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
迄

30

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
Ａ
Ｔ
Ｍ　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
迄　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
曜
日

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
Ａ
Ｔ
Ｍ　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
迄　
　

�
�
�
�
�
�
　

平　

日

 �
�
�
�
�
�
　

Ａ
Ｔ
Ｍ　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
迄

45

45

�
�
�
�
�
�
 �
�
�
平　

日　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
迄　
　

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
土
曜
日　

午
前
８
時
〜
正
午
迄　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
	


�
  

平　

日 　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
迄

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

土
曜
日　
 
午
前
８
時
〜
正
午
迄　
　

�
�
�
�
�
�
�
	



 �
�
�
�
東
鷹
栖
給
油
所　

平　

日　

午
前
７
時
〜
午
後　

時
迄

10

 �
�
�
�
（
セ
ル
フ
）　

日
・
祝
祭
日　

午
前
７
時
〜
午
後　

時
迄

10

 �
�
�
�
�
鷹
栖
給
油
所　

平　

日　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時
迄

 �
�
�
�
（
セ
ル
フ
）　

日
・
祝
祭
日　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時
迄

 �
�
�
�
�
�
整
備
工
場　

平　

日　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
迄

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
土
曜
日　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
迄
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良
質
・
良
食
味
米
生
産
に
は
、
適

期
内
移
植
（
５
月　

日
ま
で
）・
適

25

正
な
栽
植
密
度
に
す
る
こ
と
が
重
要

な
技
術
と
な
り
ま
す
。
移
植
予
定
日

か
ら
逆
算
し
て
、
作
業
に
向
か
い
ま

し
ょ
う
。

　

育
苗
様
式
毎
の
必
要
箱
数
等
は
表

－

１
の
通
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

　

除
雪
や
融
雪
剤
（
サ
ン
ア
ッ
シ
ュ

等
）
散
布
を
し
、
早
期
融
雪
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
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早
期
に
ビ
ニ
ー
ル
を
掛
け
て
床
土

の
乾
燥
と
地
温
上
昇
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
床
土
の
乾
燥
が
不
十
分
な
ま
ま

耕
起
す
る
と
、
育
苗
期
間
中
の
地
温

が
上
が
り
に
く
く
、
根
の
伸
長
・
苗

の
生
育
不
良
や
立
ち
枯
れ
病
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
周
辺

に
明
渠
等
を
掘
り
、
融
雪
水
が
ハ
ウ

ス
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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土
壌
の　

と
Ｅ
Ｃ
は
で
き
る
だ
け

pH

早
く
測
定
し
、
適
正
な　

（
４
・
５

pH

������
���

������

〜
５
・
０
）
に
矯
正
し
健
苗
育
成
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
育
苗
年
数

の
長
い
ハ
ウ
ス
で
は
リ
ン
酸
が
蓄
積

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
リ
ン
酸
過

剰
障
害
（
苦
土
欠
乏
症
状
）
の
発
生

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
精
密
土
壌
分
析

結
果
に
よ
り
、
リ
ン
酸
値
が
高
い
場

合
や
昨
年
に
症
状
が
見
ら
れ
た
場

合
、
置
床
の
施
肥
を
単
肥
で
す
る
な

ど
の
対
策
を
行
っ
て
下
さ
い
。
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置
床
の
施
肥
量
は
、
施
肥
基
準

（
表－

２
）を
基
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
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今
月
下
旬
よ
り
温
湯
消
毒
処
理
し

た
種
子
を
順
次
配
布
致
し
ま
す
。
消

毒
さ
れ
た
種
子
は
無
菌
状
態
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
配
布
後
は
雑
菌
の
付
着

を
防
ぐ
た
め
直
ち
に
浸
漬
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
事
前
に
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
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平
成　

年
産
種
子
は
、
高
温
で
経

22

過
し
、
休
眠
が
例
年
よ
り
深
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
平
均
水
温　

〜
11

　

℃
の
水
に　

〜　

日
程
度
浸
漬

12

10

12

し
、
期
間
中
は
必
ず
１
日
お
き
に
水

を
交
換
し
て
下
さ
い
。
交
換
に
あ
た

っ
て
は
、
種
子
を　

分
程
度
空
気
に

30

さ
ら
し
て
酸
素
供
給
を
し
ま
し
ょ

う
。
催
芽
後
、
は
種
ま
で
に
間
隔
が

あ
く
場
合
は
水
温
５
℃
程
度
の
水
に

漬
け
て
下
さ
い
。
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催
芽
は
、
ハ
ト
胸
〜
２　

程
度
ま

mm

で
と
し
、
発
芽
不
揃
い
に
な
ら
な
い

様
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

蒸
気
式
・
静
置
式
催
芽
機
の
場
合

　

蒸
気
式
ま
た
は
静
置
式
に
よ
り
催

芽
を
行
う
時
は
、
褐
条
病
の
発
生
を

抑
え
る
た
め
、
温
度
は　

〜　

℃
の

28

30

低
い
温
度
で
催
芽
し
て
く
だ
さ
い
。

循
環
式
催
芽
器
の
場
合

　

循
環
式
催
芽
器
を
使
っ
て
催
芽
す

る
場
合
は
、
必
ず
食
酢
を
使
用
し
褐

条
病
を
抑
え
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ�
催
芽
の
と
き
に
食
酢
（
酸
度

４
・
２
％
の
穀
物
酢
）
を
使
用

す
る
。

Ⅱ�
希
釈
倍
率
は
、　

倍
と
す

50

る
。

Ⅲ�
催
芽
温
度
は　

℃
〜　

℃
で

30

32

行
い
、
一
度
使
用
し
た
食
酢
液

は
、
使
用
し
な
い
。

Ⅳ�
催
芽
後
の
種
子
は
、
そ
の
ま

ま
播
種
で
き
ま
す
の
で
、
水
洗

い
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

融
雪
剤
に
よ
る
融
雪
効
果
は
、
一

般
に
１
週
間
程
度
、
条
件
が
よ
け
れ

ば　

〜　

日
程
度
融
雪
が
早
ま
り
ま

10

13

す
。

時
期
〜
融
雪
剤
の
散
布
は
平
均
気
温

が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
に
な
る
３
月
中

旬
頃
に
実
施

資
材
〜
ケ
イ
酸
資
材
を
施
用
す
る
。

（
融
雪
効
果
と
兼
ね
る
）

・
水
稲
に
は
、
窒
素
の　

倍
近
く
も

10

の
多
量
の
ケ
イ
酸
が
必
要
で
す
。

（
表－

３
）

・
ケ
イ
酸
の
効
果
は
す
ぐ
に
は
出
に

く
い
の
で
、毎
年
の
施
用
が
必
要
。
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融
雪
を
促
進
し
て
も
停
滞
水
が
あ

る
と
水
田
の
乾
燥
は
遅
れ
ま
す
。

　

溝
切
り
等
に
よ
り
積
極
的
な
排
水

対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。
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稲
ワ
ラ
の
焼
却
は
、
産
地
イ
メ
ー

ジ
低
下
・
環
境
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
不
稔
の
発
生
が
多

く
な
り
、
特
に
不
稔
歩
合
が　

％
を

30

超
え
た
水
田
・
い
も
ち
病
が
発
生
し

た
水
田
は
乾
物
量
が
多
く
、
土
壌
還

元
害
（
ワ
キ
の
発
生
）
が
想
定
さ
れ

ま
す
の

で
、
す

き
込
ま

な
い
で

搬
出
し

ま
し
ょ

う
。 
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秋
ま
き
小
麦
を
作
付
し
て
い
る
圃

場
で
は
、
積
雪
期
間
が
長
期
化
す
る

こ
と
で
雪
腐
れ
病
に
よ
る
被
害
が
拡

大
し
穂
数
確
保
が
困
難
と
な
り
、
収

量
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
積
極
的
に
融
雪
剤
を
使
用
し
融

雪
促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

大
豆
・
春
ま
き
小
麦
の
作
付
を
予
定

さ
れ
て
い
る
ほ
場
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
行
い
、
土
壌
乾
燥
・
地
温
上
昇

に
努
め
て
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
初
冬
ま
き
春
小
麦
の
ほ

場
に
つ
い
て
は
、
融
雪
剤
を
散
布
す

る
こ
と
に
よ
り
融
雪
水
が
停
滞
し
、

発
芽
不
良
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
、
融
雪
剤
は
散
布
し
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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透
排
水
性
が
不
良
だ
と
長
雨
や
大

雨
な
ど
の
滞
水
に
よ
る
過
湿
に
よ

り
、
根
腐
れ
や
病
害
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
雪
上
心
土
破
砕
や
融
雪
後
の

停
滞
水
の
排
除
（
溝
切
り
等
）
に
よ

り
、
乾
燥
促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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去
る
１
月　

日
、
平
成　

年
度
「
北

25

22

海
道
男
女
平
等
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」

の
贈
呈
式
が
北
海
道
庁
３
階
知
事
会
議

室
に
て
行
わ
れ
、
東
鷹
栖
食
品
加
工
販

売
協
議
会
が
「
輝
く
北
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
平
成　

年
度
よ
り
創
設

16

さ
れ
、
職
場
・
地
域
・
家
庭
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
個
性
と
能
力
を
生
か

し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
活
躍
し
て
い
る
男

女
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て

お
り
、
そ
の
活
動
を
広
く
紹
介
す
る
こ

と
で
、
男
女
平
等
参
画
社
会
実
現
へ
の

気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今

年
度
は
、
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
を
加

工
・
販
売
し
、「
野
土
花
」
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
付
加
価
値
を
つ
け
、
地
元
で
の
販

売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
ほ
か
、

様
々
な
「
食
」
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
ま
た
、
地
元
ホ
テ
ル
シ
ェ
フ
の
協

力
の
も
と
「
野
土
花
」
農
産
加
工
品
を

使
用
し
た
レ
シ
ピ
本
を
発
行
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
活
動
展
開
と
地
域
活
性

化
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
今

回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
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２
月
よ
り
販
売
開
始
。
つ
く
り
手
の

思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
安
全
・
安
心
で

お
い
し
い
地
域
産
品
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ク
ッ
キ
ー
・
は
ち
み
つ
・
食
べ
る

ラ
ー
油
・
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
・
ジ
ャ
ム

・
り
ん
ご
・
黒
米
う
ど
ん
他
販
売
中
で

す
！
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組
合
員
な
ら
誰
で
も
出
荷
で
き
ま
す
！

・
毎
日
出
荷
で
き
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
。マ
イ
ペ
ー
ス
で
出
荷
で
き
ま
す
。

・
規
格
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
少
量
品
目
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
�
�
�
�
�
�
�
野
菜
を
出
荷
し
た

い
方
、
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
直
売
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

�
�
�
�
　
　

時
〜　

時

10

17

�
��
��
　

毎
週
月
曜
日

�
��
��
　
　

‐
２
１
４
１

57
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３
月
の
注
目
野
菜
・
果
物

南
さ
つ
ま
産

　

き
ん
か
ん
・
た
ん
か
ん

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン

��������	
��


　旭川やその近郊で生産された
農産物を使って製造された、おい
しくて安全な旭川の加工食品を
ＰＲするチームです
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平
成
二
十
三
年
度
事
業
に
導
入
す

る
固
定
資
産
・
リ
ー
ス
資
産
の
取
得

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
決
定
致

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
は
、
一
月
の
地
区
別
懇
談
会
及

び
三
月
の
農
事
組
合
懇
談
会
で
説
明

致
し
ま
す
。
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平
成
二
十
三
年
度
の
役
員
報
酬
額

に
つ
い
て
、
役
員
報
酬
審
議
会
に
お

い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
理
事
十
二
名

の
報
酬
の
総
額
は
二
千
百
九
十
五
万

円
の
範
囲
内
、
監
事
三
名
の
報
酬
の

総
額
は
六
百
六
十
万
円
の
範
囲
内
と

す
る
前
年
度
同
額
で
の
答
申
を
受
け

承
認
さ
れ
、
総
代
会
提
出
議
案
と
す

る
こ
と
で
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。
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平
成
二
十
三
年
度
固
定
資
産
取
得

計
画
や
農
協
事
業
運
営
等
に
つ
い
て

の
懇
談
会
を
、
一
月
二
十
七
日
・
二

十
八
日
の
二
日
間
を
計
画
し
、
両
地

区
七
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
を
承
認

決
定
致
し
ま
し
た
。
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た
い
せ
つ
農
協
第
八
回
通
常
総
代

会
を
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
二
日

（
金
）
午
後
一
時
よ
り
、
た
か
す
メ

ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
事

を
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。
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平
成
二
十
三
年
度
に
導
入
予
定
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
の
概
要
及
び
推
進

方
策
に
つ
い
て
原
案
通
り
導
入
す
る

こ
と
で
承
認
決
定
致
し
ま
し
た
。
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�
�
�
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�
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�
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組
合
員
の
住
宅
全
焼
に
よ
る
見
舞

い
金
の
贈
呈
に
つ
い
て
承
認
致
し
ま

し
た
。
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平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
お
い

て
、
農
協
の
貸
付
金
他
全
資
産
の
資

産
査
定
を
実
施
し
、
資
産
の
償
却
引

当
基
準
に
よ
り
貸
倒
引
当
金
を
引
当

て
る
こ
と
で
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
つ
い
て

報
告
し
、
全
国
監
査
機
構
並
び
に
監

事
監
査
を
受
け
る
こ
と
で
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
二
十
三
年
度
営
農
資
材
部
門

の
各
種
手
数
料
・
料
金
料
率
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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鷹
栖
町
農
業
振
興
対
策
協
議
会
委

員
に
、
松
原
剛
志
代
表
理
事
専
務
、

大
西
敏
一
筆
頭
理
事
を
推
薦
致
し
ま

し
た
。
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全
共
連
へ
の
出
資
増
口
に
つ
い
て

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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給
与
規
程
、
準
職
員
給
与
規
程
Ａ

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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一
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
に
実

施
致
し
ま
し
た
農
協
事
業
地
区
別
懇

談
会
で
の
意
見
集
約
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
２
月
２
日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
「
稲
穂
の

里
」
協
議
会
定
期
総
会

２
月
３
日　

企
画
会
議

２
月
９
日　

上
川
管
内
Ｊ
Ａ
理
事
研
修

会

２
月　

日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
女
性
部
定

15

期
総
会

２
月　

日　

第　

回
理
事
会

17

14

２
月　

日　

自
治
監
査　

〜　

日

18

28

２
月　

日　

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
青
年
部
定

19

期
総
会

�� �
�
�
�
�
��
	


�

�
�
�
�
�
��
	


�

　

少
し
ず
つ
日
も
長
く
な
り
始
め
、
春

の
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
農
作
業

に
つ
い
て
も
春
作
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

頃
合
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
農
協
に
入
っ
て
も
う
す
ぐ
一
年

が
経
ち
ま
す
。
４
月
に
は
新
し
い
職
員

が
入
っ
た
り
、
ま
た
総
代
会
を
経
て
人

事
異
動
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ら
が
終
わ
っ
た
後
に
で
も
Ｊ
Ａ
職

員
の
紹
介
を
載
せ
よ
う
か
と
考
え
て
い

ま
す
。


